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100年の時を超え、今年も。
下町地区の山車(だし)は、約100年前に造られたと伝えられ、今も”木製の車輪”のまま曳(ひ)か
れる町内でも貴重な山車です。お囃子の音に合わせて綱を曳く地域の方々の姿には、先人から受け
継いだ想いと、地域の絆が息づいています。
幾多の夏を見守り、世代を超えて受け継がれてきた伝統が、変わらぬ二宮の夏を彩ります。

★各地域に、祭囃子をはじめとした民俗芸能という『生きた教材』を受け継ぐ保存会があり、新しい仲間を募集しています。⇒

★7/19日八坂神社例祭 山車での町内巡行の様子。(下町地区)
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